






要約　近年、遺伝子診断による新生児マススクリーニングの可能性が議論されるようにな

ってきた。しかしながら、現在用いられている様々な遺伝子診断法は、大量検体を迅速に

処理する必要のあるマススクリーニングには必ずしも適していない。私達は、乾燥ろ紙血

を検体として、遺伝子増幅法と ELISAによる定色反応を組み合わせた簡便迅速な点変異の

遺伝子診断法を考案したので報告する。


